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筆
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

運
動
あ
そ
び
教
室

参
加
者
募
集

　

ボ
ー
ル
や
な
わ
と
び
な
ど
身

近
な
も
の
を
使
っ
て
楽
し
く
あ

そ
び
ま
す
。
運
動
あ
そ
び
を
通

し
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
身

に
つ
く
平
衡
感
覚
や
反
射
神
経

を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

E
10
月
15
日

（水）
～
12
月
17
日

（水）

の
毎
週
水
曜
日
（
全
10
回
）
午

後
４
時
～
５
時
半

▽
講
師
：
佛
円
千
絵
（
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

（土）

）
E
町
民
グ
ラ
ン
ド
E
町

内
在
住
者
、
町
内
の
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
者

▽
競
技
方
法
：
個
人
戦

E
１
人
300
円
（
申
込
み
時
に
徴

収
）
E
町
民
体
育
館
に
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10
月
15

日
（水）
ま
で
に
町
民
体
育
館
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

E
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

（
矢
野
）
E
854
‐
１
６
５
９

Eとき　Eところ　E内容　E対象　E定員　E料金　E申込み　E問合せ先　Eホームページ

広報「くまの」では、町民の皆さん

のお宅に広報が届くまでの期間を考

慮して、おおむね発行月の 11 日以

降から翌月 10 日までの行事のお知

らせを掲載しています。

E
町
民
体
育
館
E
町
内
在
住
の

小
学
１
～
３
年
生
E
筆
の
里
会

員
500
円
、
一
般
１
千
円
E
20
人

（
先
着
順
）
E
10
月
10
日

（金）
～

14
日

（火）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

E
筆
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
町
民
体
育
館
）
E
854
‐

７
６
９
５

秋
季
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

E
11
月
９
日

（日）
午
前
９
時

開
会
式
（
予
備
日
11
月
22
日

県大会優勝・全国大会出場
おめでとうございます

中四国大会優勝
おめでとうございます

　７月12日(土 )、13日(日)に

尾道市の御調ソフトボール球場で

開催された、「第22回全日本シニ

アソフトボール大会広島県大会」

で、呉シルバー球友会の河﨑正文

さん（神田）が優勝され、10月２

日(木)～５日(日)に奈良県の

河合町で開催される「第22回全

日本シニアソフトボール大会」に

広島県代表として出場されます。

　８月24日(日)に岡山市の

総合文化体育館で開催された、

｢第１回中四国ブロックジュニア

武術太極拳交流大会 ｣に次の

皆さんが出場し、優勝されまし

た。

◆入門長拳男子の部

　中島奨矢くん（第二小４年）

◆入門長拳女子の部

　榮屋栞那さん(第三小４年)

◆カンフー体操Ⅰ・Ⅱの部

　隅菜月さん (第三小４年 )

（生涯学習課）

河﨑正文さん

中島奨矢くん

榮屋栞那さん

隅菜月さん

宝
く
じ
助
成
金
で

テ
ン
ト
を
整
備
し
ま
し
た

　

宝
く
じ
の
助
成
金
で
テ
ン

ト
20
張
を
町
民
会
館
に
整
備

し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
等
に

活
用
し
ま
す
。

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
と
し
て
文
化
振
興
事
業

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

↓

町
民
会
館
に
整
備
し
たテ

ン
ト
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筆の里工房10月の休館日
6日・14日・20日・27日・11月4日

　

本
展
で
は
、
俳
優
石
坂
浩
二

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
発
起
人

の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
筆
文
化

支
援
事
業
に
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
26
人
の
方
々
の
書
、
絵
画
、

陶
芸
作
品
と
と
も
に
「
筆
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
約
100
点
を

紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
作
品
を
紹
介
す
る
方
々

は
、
日
常
生
活
の
中
で
筆
を
使

う
楽
し
さ
、
筆
に
よ
る
表
現
の

奥
深
さ
を
実
感
さ
れ
て
お
り
、

「
筆
は
心
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
で
あ
り
、

日
本
文
化
の
伝
承
に
不
可
欠
な

も
の
と
す
る
、
筆
文
化
支
援
事

業
の
理
念
を
快
く
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

出
品
作
品
と
展
覧
会
の
た
め

に
寄
稿
い
た
だ
い
た
「
筆
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
通
し
て
、
筆

の
魅
力
を
改
め
て
認
識
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

▽
町
内
の
入
選
者
：
部
門
「
か

な
部
Ⅰ
類
」

◆
佳
作
賞

・
伊
藤　

澄
恵
さ
ん
（
柿
迫
）

◆
入　

選

・
木
村　

初
江
さ
ん
（
柿
迫
）

・
三
村　

幸
子
さ
ん
（
中
溝
）

・
三
村　

八
栄
子
さ
ん
（
中
溝
）

　

お
知
ら
せ

　

町
内
に
残
さ
れ
た
上う

え
だ
そ
う
き
ゅ
う

田
桑
鳩

（
一
八
九
九
～
一
九
六
八
）
の

作
品
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

書
家
で
あ
る
桑
鳩
は
、
昭
和

20
～
40
年
代
頃
、
た
び
た
び
熊

野
を
訪
れ
て
作
品
を
書
き
残
し

て
い
ま
す
。
作
品
を
所
蔵
さ
れ

て
い
る
人
で
、
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
人
は
、
筆
の
里
工

房
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

E
筆
の
里
工
房
E
855
‐
３
０

１
０

筆
の
世
界
に
遊
ぶ

文
化
人
た
ち
２
０
０
８

開
催
中

E
～
11
月
３
日

（月）

佐
藤
芙
蓉
写
経
教
室

E
10
月
９
日

（木）
、
10
日

（金）
、

11
日

（土）
午
前
10
時
～
午
後

４
時

入
館
料　

大　
　

人　

500
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

250
円

　
　
　
　

幼　
　

児 
 

無
料

※
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
員
は
無
料
で
す

　

筆
の
収
集
家
、
木
村
陽
山
が
注
文
し
て
作
ら
せ
た
筆
。
直
径
が
1.9
㎝
あ
る
軸
に
つ
け
ら
れ
た
穂
首
の
上
毛
に
は
、
白
、
紫
、
茶
の
三

色
の
毛
で
縞
模
様
に
な
る
よ
う
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陽
山
が
整
理
用
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
一
〇
〇
〇
」
と
書
い
た
シ
ー

ル
が
貼
っ
て
あ
り
、
収
集
千
本
目
の
記
念
す
べ
き
筆
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
筆
を
収
納
す
る
た
め
の
、
般
若
心

経
が
彫
ら
れ
た
竹
筒
も
付
属
し
て
お
り
、
格
調
高
い
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

（
10
月
中
、
筆
の
里
工
房
に
常
設
展
示
し
ま
す
。
）

21

木き
む
ら
よ
う
ざ
ん
し
ょ
よ
う

村
陽
山
所
用

古こ
ば
い
え
ん
せ
い
は
ん
ち
く
か
ん
ひ
つ

梅
園
製
斑
竹
管
筆 

銘め
い 

万ば
ん
ぽ
う
き
い
つ

法
帰
一

郷土が生んだ童謡作曲家　「坊田かずま遺品展」
　数々の遺品、「かずま」愛用のピアノ等を展示しています｡E郷土館

　開館：土、日、祝　10：00～16：00E無料E生涯学習課E820‐５６２１

【
出
展
作
家
】
（
敬
称
略
）

石
坂
浩
二
、
藤
子
不
二
雄
Ⓐ 

、

緒
形
拳
、
高
橋
英
樹
、
北
野
武
、

林
家
木
久
扇
、
地
井
武
男
、
大

和
田
伸
也
、
片
岡
鶴
太
郎
、
榎

木
孝
明
、
松
村
邦
洋
、
八
代
亜

紀
、
藤
あ
や
子
、
デ
ヴ
ィ
ス
カ

ル
ノ
、
五
月
み
ど
り
、
東
ち
づ

る
、
藤
井
フ
ミ
ヤ
、
コ
シ
ノ
ヒ

ロ
コ
、
モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
、

松
本
零
士
、
ち
ば
て
つ
や
、
さ

い
と
う
・
た
か
を
、
里
中
満
智

子
、
水
島
新
司
、
蛭
子
能
収
、

弘
兼
憲
史

　

秋
の
写
経
教
室
の
ご
案
内
で

す
。
自
然
に
囲
ま
れ
、
ゆ
っ
た

り
と
写
経
を
し
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
に
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

E
30
人

E
１
日
５
千
円
（
入
館
料
別
）

E
電
話
で
申
し
込
み

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

　

佐
藤
芙
蓉
写
経
教
室
の
受
講

生
が
、
書
道
公
募
展
の
登
竜
門

の
一
つ
で
あ
る
「
第
60
回
毎
日

書
道
展
」
に
７
人
入
選
さ
れ
ま

し
た
。

↓

八代亜紀さんの作品




